
放射線療法の急性有害事象は多くが予測可能なものではありますが、発現時期や
介入のタイミングは多角的なアセスメントが必要です。適切なセルフケア支援が
提供できたら、治療が安全安楽に継続でき、より効果的な治療となります。
また、がん患者の長期生存が可能となってきた今、晩期障害への対策・対応は
大きな課題です。「忘れない努力」をどう維持していくか工夫が必要です。
急性・晩期有害事象に対するセルフケア支援の方策について一緒に考えましょう。

日時：201９年11月7日（木）
18：00～19：30

場所：医療法人鉄蕉会亀田総合病院
Ｋタワー13階ホライゾンホール

対象：亀田総合病院及び近隣医療機関の
医療従事者

事務局：亀田総合病院がん拠点病院推進センター 黒川/大橋/唐鎌
TEL：04-7099-1230 FAX：04-7099-1231

『放射線治療の有害事象に
対するセルフケア支援』
講師：益満 陽子 先生

船橋市立医療センター
がん放射線療法看護認定看護師


